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　三
軒
茶
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
設
さ
れ

た
２
０
１
６
年
は
、
大
学
本
部
が
「
ア

ウ
ト
カ
ム
基
盤
型
教
育
」
へ
と
全
学
の

教
育
を
シ
フ
ト
さ
せ
始
め
た
時
期
で
し

た
。
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
設
さ
れ
た
危

機
管
理
学
部
と
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
に

も
、
科
目
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
行
う
よ
う

に
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
内

部
質
保
証
が
当
た
り
前
の
キ
ャ
ン
パ
ス

を
め
ざ
そ
う
と
一
念
発
起
し
て
、
学
務

担
当
の
工
藤
聡
一
教
授
が
主
に
な
っ
て

つ
く
り
上
げ
た
の
が
「
三
軒
茶
屋
ラ
ー

ニ
ン
グ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」（
   ＊1
Ｓ

Ｌ
Ｉ
）
で
す
。

　Ｓ
Ｌ
Ｉ
は
、
教
育
の
質
を
保
つ
た
め

の
各
種
ツ
ー
ル
を
統
合
し
た
し
く
み
で

す
。   ＊2
日
本
大
学
教
育
憲
章
が
定
め
る

「
８
つ
の
能
力
」
に
基
づ
き
、
20
種
の

非
認
知
能
力
を
規
定
。
こ
れ
を
１
０
１

種
の
要
素
細
目
に
分
け
、
各
４
段
階
の

能
力
開
発
段
階
（
   ＊3
コ
モ
ン
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
）
を
記
し
て
い
ま
す
。
２
学
部

の
全
科
目
に
は
、
ど
の
非
認
知
能
力
を

開
発
す
る
の
か
、
ひ
も
付
け
さ
れ
て
い

ま
す（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
）。ま
た
、

４
段
階
の
能
力
開
発
段
階
は
科
目
ナ
ン

バ
リ
ン
グ
と
連
動
し
、
例
え
ば
「
ナ
ン

バ
リ
ン
グ
１
０
０
０
番
台
（
主
に
１
年

次
）
の
科
目
は
２
段
階
ま
で
到
達
す
べ

き
」
と
い
っ
た
基
準
（
成
績
タ
ー
ゲ
ッ

ト
）
を
、
要
素
細
目
ご
と
に
示
し
て
い

ま
す
。

　Ｓ
Ｌ
Ｉ
に
よ
り
、「
８
つ
の
能
力
」

の
修
得
度
合
い
を
測
る
尺
度
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
、
各
科
目
に
ひ
も
付

け
ら
れ
た
能
力
を
本
当
に
育
成
で
き
て

い
る
の
か
を
、
外
部
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

用
い
て
客
観
的
に
証
明
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　し
か
し
、
２
学
部
で
数
百
あ
る
科
目

と
、
学
生
の
各
科
目
の
成
績
、
入
試
、

学
務
、
学
生
調
査
等
の
デ
ー
タ
と
を
掛

け
合
わ
せ
た
分
析
は
、
膨
大
な
作
業
量

で
す
。
教
学
サ
ポ
ー
ト
課
は
２
学
部
の

教
務
も
Ｉ
R
も
担
う
た
め
、
外
部
パ
ー

ト
ナ
ー
の
力
を
借
り
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
学
修
・
教
育
成
果
の
可
視
化
は
内

部
質
保
証
の
一
工
程
で
あ
り
、
目
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
可
視
化
は
プ
ロ
に
任

せ
、
私
た
ち
大
学
は
可
視
化
さ
れ
た

デ
ー
タ
の
活
用
、
つ
ま
り
教
育
改
善
に

力
を
注
ぐ
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
デ
ー

タ
分
析
や
Ａ
Ｉ
に
強
み
を
持
つ
   ＊4
企

業
、
思
考
力
等
を
測
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
提
供
す
る
企
業
と
共
に
２
０
２
１

年
、   ＊5
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
。

各
デ
ー
タ
の
相
関
を
調
べ
る
中
で
、
学

生
の
科
目
別
の
成
績
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
結
果
の
関
係
に
注
目
す
る
と
、
思
考

力
は
伸
び
て
い
て
も
、
そ
れ
以
外
の
非

認
知
能
力
は
伸
び
て
い
な
い
科
目
が
多

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　教
員
へ
の
浸
透
を
図
る
た
め
、Ｆ

Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
に
よ
っ
て
、
分
析
結
果
の
共

有
と
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。Ｓ
Ｌ
Ｉ
自
体
の
解
説
、
ひ
も
付
け

ら
れ
た
能
力
を
伸
ば
す
授
業
方
法
な
ど

の
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。

　学
生
に
向
け
た
Ｓ
Ｌ
Ｉ
の
周
知
と
、

学
修
成
果
を
可
視
化
す
る
し
く
み
の
提

供
も
必
要
で
す
。
可
視
化
さ
れ
た
能
力

を
基
に
履
修
科
目
を
検
討
す
る
と
い
っ

た
学
生
自
身
の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、「
こ

の
能
力
が
高
い
学
生
が
欲
し
い
」
と

い
っ
た
企
業
の
意
向
に
も
対
応
で
き
れ

ば
理
想
的
で
す
。

　教
育
憲
章
の
制
定
以
降
、
内
部
質
保

証
の
取
り
組
み
が
全
学
的
に
進
ん
で
い

ま
す
が
、
本
キ
ャ
ン
パ
ス
が
「
日
大
の

フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン
ギ
ン
」
と
し
て
こ
の

流
れ
を
先
導
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
率

先
し
て
新
た
な
試
み
を
手
が
け
ま
す
。

あづまさとし●2010年日本大学入職、法学部勤務を
経て、2016年より三軒茶屋キャンパス教学サポート課
勤務。法学部では学生課業務に従事し、三軒茶屋キャ
ンパスでは教務及び学生関係の業務を経験した後、教
学IR及び広報業務を担当。
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特集  学生のための内部質保証

危機管理学部、スポーツ科学部は、開設とほぼ同時に、カリキュラムの質を保つしくみを
迅速に構築。AIを用いたＩＲによって実効性を検証中だ。

日本大学三軒茶屋キャンパスンパスン
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面談

学部等内部質保証推進委員会

全学内部質保証推進委員会

企画検討部会

＊1 Sangenjaya Learning Initiative　＊2 2016年12月制定。大学の教育理念「自主創造」を３つの要素、８つの能力に分解している
＊3 科目横断的に用いられるルーブリック。ＳＬＩでは２学部共通のルーブリックを使用
＊4 東日本電信電話（株）（＝ＮＴＴ東日本）、（株）ＮＴＴ ＤＸパートナー　＊5 ＩＲによる教学改善業務の基礎ができことから2022年に解散し、代わってＩＲ委員会を立ち上げた
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データ分析は外部・ＡＩに任せ
大学は教育改善に注力

キャンパス／東京都世田谷区　学生数2,563人
学部／危機管理、スポーツ科学
THE世界大学ランキング日本版2022／141-150位（日本大学として）
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膨大な学生データをＡＩで分析・予測し
不安を感じている学生をサポート

　ＳＬＩの活用による教育の質保証の実質化と並んで取り組んでいるのが、支
援を必要とする学生の発見だ。データ分析は、パートナー企業が担当。学生の
各科目の成績、非認知能力を測るアセスメントの結果や、入試、学務、学生調
査等のさまざまなデータを基に、ＡＩ予測によって、不安を感じている可能性の
ある学生を見つけ出す。
　システムは2021年に実装された。現在は、ＡＩが休退学が予測されると検出
した学生に対し、教職員が面談を行っている。「通学時間が長く、対面授業に
戻るのが不安」「就職活動の不調をどこに相談すればいいかわからない」と
いった、表面化していなかった学生の悩みを聞き出せているという。「従来は、
修得単位が少ない学生、教職員が直接異変を感じた学生にしか声をかけられ
なかったが、AIによって他にも悩みを抱える学生を見つけ出し、対応できるよう
になった。学生が休学・中退に追い込まれないようにしたい」（我妻氏）。
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課題と
施策例

内部質保証の体制図

▶２学部のＤＰが異なる→各ＤＰを全学の「日本大学教育憲章」で定められた８つの能力に対応させる
▶各教員の尺度で学生の成績が決まる→コモンルーブリックを用い、育まれる能力も検証する
▶ＳＬＩに従った教育を全授業で展開→ＦＤ・ＳＤで重要性や分析結果を説いて浸透させる

学長

ＡＩ予測モデルを活用した学生サポート

学生の状態を推測するために各種データを収集

…

個々の学生支援

面談
就職活動
がうまく
いかない

対面授業
の再開が
不安

生活リズム
を維持でき
ない

ＡＩ予測モデルから、不安を感じている
可能性のある学生を抽出

危機管理学部・
スポーツ科学部
（２学部１事務局制度）

法人本部内
組織

学部等内部質保証推進委員会

全学内部質保証推進委員会

企画検討部会

ＦＤ・ＳＤＩＲ

全学ＩＲ

自己点検・評価
委員会

全学自己点検・評価
委員会 全学ＦＤ・ＳＤ全学ＦＤ・ＳＤ

大
学
評
価
室

理事会・常務理事会

教職員

外部アセスメントの結果出欠状況 成績

各種提出物の提出状況 通学時間
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＊4 東日本電信電話（株）（＝ＮＴＴ東日本）、（株）ＮＴＴ ＤＸパートナー　＊5 ＩＲによる教学改善業務の基礎ができことから2022年に解散し、代わってＩＲ委員会を立ち上げた
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